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中
国
近
代
史
学
論
文
選
訳
注
（
続
）

―
夏
曾
佑
『
最
新
中
学
教
科
書
中
国
歴
史
』（
抄
）
お
よ
び
他
一
篇
―
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屋　
　
　

洋
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蘭
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紳　

純
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史　

奈

志　

甫　

明　

音

は
じ
め
に

二
〇
世
紀
初
頭
、
変
革
の
声
が
高
ま
る
中
国
で
、
新
た
な
「
中
国

史
」
を
提
起
し
、「
一
族
の
家
譜
」
で
は
な
い
「
国
民
す
べ
て
の
経
歴
」

を
描
く
こ
と
を
求
め
た
の
は
、
他
で
も
な
く
、
梁
啓
超
で
あ
っ
た）

1
（

。
そ

の
彼
を
し
て
「
清
末
に
お
け
る
思
想
革
命
の
先
駆
者
」
と
言
わ
し
め）

2
（

、

中
国
人
の
手
に
な
る
最
初
の
「
中
国
史
」
と
称
し
う
る
『
最
新
中
学
教

科
書
中
国
歴
史
』
を
著
し
た
の
が
夏
曾
佑
で
あ
る）

3
（

。

夏
曾
佑
（
一
八
六
三
―
一
九
二
四
年
）、
字
は
穂
卿
、
号
は
砕
仏
、

浙
江
杭
県
の
人
。
父
は
有
名
な
算
学
家
。
つ
と
に
父
を
失
っ
た
が
、
幼

い
頃
か
ら
学
問
を
好
み
、
思
慮
深
か
っ
た
。
二
八
歳
で
会
試
に
合
格
し

て
進
士
と
な
り
、
礼
部
主
事
を
授
け
ら
れ
た
。
読
書
を
す
る
際
は
、
数

十
巨
冊
を
机
に
な
ら
べ
、
一
両
日
で
読
破
し
た
と
い
う
。
一
八
九
三
年

か
ら
九
四
年
に
か
け
て
公
羊
学
が
流
行
し
、
梁
啓
超
、
麦
孟
華
ら
は
常

に
夏
曾
佑
に
公
羊
学
を
語
っ
た
が
、
自
ら
公
羊
学
者
を
任
ず
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
九
五
年
に
上
海
で
同
郷
の
汪
康
年
や
梁
啓
超
が
『
時
務

報
』
を
創
刊
す
る
と
、
彼
も
そ
れ
に
関
わ
っ
た
。
一
八
九
六
年
か
ら

名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告　

四
十
五
号　

二
〇
二
一
年
三
月
発
行

訳　

注
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九
七
年
に
か
け
て
、
天
津
の
育
才
館
で
教

を
執
る
か
た
わ
ら
、
厳

復
、
王
脩
植
と
親
し
く
交
わ
り
、
彼
ら
が
創
刊
し
た
『
国
聞
報
』
に
参

加
し
た
。
厳
復
が
訳
し
た
『
天
演
論
』、『
原
富
』
等
は
夏
曾
佑
と
繰
り

返
し
相
談
し
て
篇
を
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
生
学
問
を
講
じ
、
学
派

の
異
同
に
よ
る
私
心
は
無
か
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
以
降
、
安
徽
祁
門
県

知
県
、
直
隷
州
知
州
に
任
用
さ
れ
、
五
大
臣
が
東
西
各
国
に
赴
き
憲
政

を
視
察
す
る
こ
と
と
な
る
と
、
夏
曾
佑
も
随
行
し
て
日
本
を
訪
れ
た
。

民
国
成
立
後
は
、
上
海
に
退
き
、
つ
い
で
教
育
部
社
会
司
長
、
北
平
図

書
館
長
の
職
を
担
っ
た
。
晩
年
、
門
を
閉
ざ
し
が
ち
と
な
っ
た
が
、
教

え
を
乞
う
も
の
が
あ
れ
ば
、
て
い
ね
い
に
導
い
た
と
い
う
。
遺
文
二
百

余
篇
、
遺
詩
百
余
首
の
ほ
か
、『
中
学
歴
史
教
科
書
』
を
著
し
た
。

一
九
二
四
年
三
月
十
五
日
卒
、
享
年
六
二
歳
。
没
後
、
郷
里
の
杭
州
西

湖
ほ
と
り
に
位
置
す
る
韜
光
寺
に
葬
ら
れ
た）

4
（

。

本
稿
は
、
夏
曾
佑
が
公
刊
し
た
唯
一
の
著
作
で
あ
る
『
最
新
中
学
教

科
書
中
国
歴
史
』（
以
下
『
中
国
歴
史
』）
に
つ
い
て
、
同
書
の
導
入
・

総
論
部
分
に
あ
た
る
「
叙
」
か
ら
「
凡
例
」、
第
一
篇
「
上
古
史
」
第

一
章
「
伝
説
時
代
」
第
一
節
「
世
界
の
初
め
」、
同
第
二
節
「
地
の
各

州
、
人
の
各
種
」、
同
第
三
節
「
中
国
種
族
の
起
源
」（
抄
）、
同
第
四

節
「
古
今
の
時
代
変
化
の
あ
ら
ま
し
」、
同
第
五
節
「
歴
史
の
益
」
ま

で
を
取
り
上
げ
て
、
訳
注
を
施
し
、
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
体
、

中
国
人
の
手
に
な
る
最
初
の
「
中
国
史
」
は
い
か
な
る
書
物
で
あ
っ
た

の
か
。
そ
の
一
斑
を
窺
い
た
い
。
ま
た
本
稿
は
、
同
時
期
に
彼
が
著
し

た
日
中
関
係
を
論
じ
る
代
表
的
論
文
「
中
日
離
合
の
関
係
を
論
ず
」
に

つ
い
て
も
、
訳
注
を
施
し
、
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
楊
琥
編
『
夏
曾

佑
集
』
が
出
版
さ
れ
て
よ
り
、
彼
の
活
動
の
全
体
像
を
窺
う
こ
と
が
容

易
と
な
っ
た
が）

5
（

、
そ
こ
に
は
少
な
か
ら
ぬ
日
本
を
論
じ
た
文
章
や
日
本

人
と
の
関
わ
り
を
示
す
記
事
が
見
え
た
。
果
た
し
て
、
夏
曾
佑
は
日
本

と
い
か
な
る
関
係
を
結
ん
だ
の
か
。
こ
の
当
時
、
那
珂
通
世
『
支
那
通

史
』（
一
八
九
〇
年
）、
桑
原
隲
藏
『
中
等
東
洋
史
』（
一
八
九
八
年
）

が
中
国
に
将
来
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
日
本
の
「
支
那
史
」、「
東
洋

史
」
と
夏
曾
佑
『
中
国
歴
史
』
と
の
関
係
も
併
せ
考
え
な
が
ら
、
そ
の

一
端
を
窺
い
た
い
。

第
一
章
に
示
す
『
中
国
歴
史
』
は
、
編
輯
者
錢
塘
夏
曾
佑
、
校
閲

者
・
発
行
者
商
務
印
書
館
、
第
一
冊
が
光
緒
三
〇
年
（
一
九
〇
四
年
）

八
月
初
版
、
第
二
・
三
冊
は
そ
れ
ぞ
れ
翌
年
・
翌
々
年
に
出
版
さ
れ
た
。

第
四
冊
以
降
は
つ
い
に
執
筆
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
記
述
は
隋
代
ま
で
で

中
断
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
書
は
こ
の
の
ち
蔡
元
培
や
梁
啓
超
の

評
価
を
得
て）

6
（

、
一
九
三
三
年
に
は
『
中
国
古
代
史
』
と
改
題
さ
れ
て
商

務
印
書
館
の
「
大
学
叢
書
」
中
の
一
冊
と
し
て
再
刊
さ
れ
た
。
こ
の
再

刊
に
際
し
て
は
、
銭
穆
が
「
学
者
が
こ
の
書
を
読
ん
で
、
利
益
が
あ
る
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と
す
れ
ば
、
こ
の
書
が
今
日
な
お
廃
刊
で
き
な
い
こ
と
〔
が
わ
か
る
こ

と
〕
で
あ
る
」
と
述
べ）

7
（

、『
中
国
通
史
要
略
』
で
知
ら
れ
る
繆
鳳
林
も

ま
た
、
こ
の
書
が
「
大
学
叢
書
」
と
し
て
再
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、「
史

学
界
の
一
種
の
不
幸
」
と
述
べ
た
通
り）

8
（

、
誤
り
も
多
く
、
陳
腐
化
し
た

こ
の
書
が
な
お
再
刊
さ
れ
る
こ
と
を
悲
嘆
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
の
ち
、
経
学
史
家
と
し
て
知
ら
れ
、
夏
曾
佑
に
注
目
し

た
周
予
同
は
、『
中
国
歴
史
』
が
康
有
為
『
新
学
偽
経
考
』、『
孔
子
改

制
考
』
に
代
表
さ
れ
る
今
文
経
学
の
影
響
を
受
け
て
は
い
た
も
の
の
、

夏
曾
佑
自
ら
『
中
国
歴
史
』
中
「
そ
の
意
図
は
清
朝
の
諸
々
の
経
学
の

師
と
は
や
や
異
な
る
。
お
よ
そ
経
義
の
変
遷
は
、
み
な
歴
史
の
因
果
の

理
に
よ
っ
て
こ
れ
を
解
し
、
専
ら
経
書
を
講
じ
る
こ
と
は
し
な
い
」
と

述
べ
て
い
た
通
り
、
彼
は
す
で
に
「
今
文
学
者
」
か
ら
「
新
史
学
家
」

に
転
じ
て
い
た
と
し
、『
中
国
歴
史
』
の
画
期
性
を
評
価
し
た
の
で

あ
っ
た）

9
（

。
つ
ま
り
、『
中
国
歴
史
』
は
伝
統
的
な
経
学
の
枠
組
み
か
ら

一
歩
足
を
踏
み
出
し
、
因
果
関
係
に
基
づ
く
社
会
進
化
論
の
観
点
か
ら

新
た
な
通
史
を
描
こ
う
と
し
た
「
新
史
学
」
の
最
初
の
試
み
で
あ
っ

た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
書
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
評
価
は
中

華
人
民
共
和
国
建
国
後
も
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
な
く）

10
（

、
同
書
は
数
度

の
復
刊
を
経
て
、
今
日
す
で
に
古
典
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
た
と

い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
『
中
国
歴
史
』
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
井
澤
耕
一
氏
に
よ
る
訳
注
が
公
表
さ
れ
て
お
り）

11
（

、
本
稿
の
紹
介
は

屋
下
に
屋
を
架
す
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
本
稿
で
は
夏
曾
佑
の
他

の
一
篇
も
併
せ
て
訳
出
し
、
日
本
と
の
関
係
を
述
べ
る
こ
と
に
や
や
意

を
用
い
る
こ
と
で
、
大
方
の
諒
を
乞
い
た
い
。

第
二
章
に
示
す
「
中
日
離
合
の
関
係
を
論
ず
」
は
、『
東
方
雑
誌
』

第
一
年
第
一
期
（
光
緒
三
〇
年
（
一
九
〇
四
年
）
正
月
二
五
日
）、
す

な
わ
ち
商
務
印
書
館
の
看
板
雑
誌
創
刊
号
の
巻
頭
社
説
と
し
て
掲
載
さ

れ
た
も
の
で
あ
る）

12
（

。
署
名
は
夏
曾
佑
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
る
別
士
。
日

露
の
開
戦
後
ま
も
な
く
発
表
さ
れ
た
こ
の
一
文
は
、
太
古
か
ら
近
代
に

至
る
日
中
の
交
流
史
を
論
じ
な
が
ら
、
当
時
、
戦
場
と
な
り
な
が
ら
局

外
中
立
を
宣
言
し
て
い
た
清
国
政
府
に
対
し
、
日
本
支
持
の
政
策
を
打

ち
出
す
よ
う
力
強
く
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。『
中
国
歴
史
』
執
筆
当
時

の
一
九
〇
三
年
か
ら
一
九
〇
五
年
に
か
け
て
、
夏
曾
佑
は
同
郷
の
汪
康

年
が
創
刊
し
た
『
中
外
日
報
』
の
主
筆
と
し
て
連
日
の
よ
う
に
時
事
を

論
じ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
議
論
の
一
つ
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
日
露
戦

争
に
関
連
し
た
日
本
論
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
中
日
離
合
の
関
係
を
論

ず
」
は
、
こ
れ
ら
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
彼
の

日
本
論
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
通
り
、
夏
曾
佑
は

日
中
の
提
携
を
力
強
く
呼
び
か
け
、
そ
の
主
張
は
日
露
戦
争
期
間
中
ほ

ぼ
揺
ら
ぐ
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
彼
の
主
張
の
背
後
に
は
、
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他
で
も
な
く
、
彼
の
ア
ジ
ア
主
義
的
思
想
が
存
在
し
て
い
た
。
す
な
わ

ち
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
東
三
省
占
領
に
よ
っ
て
列
強
に
よ
る
中
国
「
瓜

分
」
が
現
実
味
を
帯
び
る
な
か
、
同
じ
「
黄
種
」
で
あ
る
日
本
と
協
力

し
、
中
国
も
日
本
同
様
「
立
憲
」
に
よ
っ
て
自
強
す
る
こ
と
で
、
と
も

に
西
欧
列
強
に
立
ち
向
か
う
、
と
す
る
思
想
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
彼
の
思
想
は
、
日
本
人
と
の
交
わ
り
を
通
じ
て
育
ま
れ

た
も
の
に
相
違
な
い
。
夏
曾
佑
の
日
記
を
通
読
す
る
と
、
彼
が

一
八
九
七
年
頃
か
ら
日
本
人
と
頻
繁
に
往
来
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る）
13
（

。
ま
た
、
彼
は
日
本
人
と
と
も
に
天
津
興
亜
会
の
設
立
に
も
深
く
関

わ
っ
て
い
た）

14
（

。
こ
の
他
、
彼
は
日
本
語
も
解
し
た
よ
う
で
、
日
本
語
の

書
籍
や
新
聞
に
普
段
か
ら
接
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る）

15
（

。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
日
本
と
の
関
係
を
有
し
た
夏
曾
佑
の
『
中

国
歴
史
』
と
日
本
の
「
支
那
史
」、「
東
洋
史
」
と
は
い
か
な
る
関
係
に

あ
っ
た
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
『
中
国
歴
史
』
を
評

し
た
識
者
た
ち
の
あ
い
だ
で
も
一
つ
の
論
点
と
な
っ
て
い
た
。
上
述
の

繆
鳳
林
は
、『
中
国
歴
史
』
の
「
漢
地
理
」
等
の
五
節
は
す
べ
て
重
野

安
繹
『
支
那
疆
域
沿
革
略
説
』
に
依
拠
し
て
い
た
が
、
当
時
、
中
国
で

好
評
を
博
し
て
い
た
那
珂
通
世
『
支
那
通
史
』
と
桑
原
隲
藏
『
中
等
東

洋
史
』
に
つ
い
て
は
、「
一
字
も
提
起
せ
ず
、
ま
た
た
し
か
に
引
用
し

て
い
な
か
っ
た
」
と
し
て
、『
中
国
歴
史
』
の
独
創
性
を
評
価
し
た）

16
（

。

こ
れ
に
対
し
、
上
述
の
周
予
同
は
、
こ
こ
で
も
異
な
る
見
解
を
示
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、「
夏
氏
の
こ
の
書
は
、
冒
頭
の
何
節
か
で
、
種
族

を
述
べ
、
時
代
区
分
を
論
じ
、
そ
れ
以
下
の
章
と
節
に
分
け
た
構
成

は
、
お
よ
そ
『
支
那
通
史
』
に
近
く
、
内
容
の
綿
密
さ
で
は
勝
っ
て
い

る
も
の
の
、
体
裁
に
つ
い
て
言
え
ば
、
明
ら
か
に
こ
の
日
本
の
東
洋
史

学
者
の
影
響
を
受
け
て
い
る
」
と
述
べ
、
内
容
は
と
も
か
く
も
、『
中

国
歴
史
』
の
そ
の
新
た
な
「
通
史
」
と
し
て
の
ス
タ
イ
ル
は
、
那
珂
通

世
『
支
那
通
史
』
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
た
、
と
し
た
の
で
あ
る）

17
（

。

周
予
同
の
こ
の
見
解
も
、
こ
の
の
ち
基
本
的
に
支
持
さ
れ
、
今
日
に

至
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う）

18
（

。
な
お
、
夏
曾
佑
『
中
国
歴
史
』
は

か
つ
て
日
本
で
も
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り）

19
（

、
ど
れ
ほ
ど
の
読
者
を
得

た
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
こ
の
こ
と
は
同
書
が
日
本
の
「
支
那

史
」、「
東
洋
史
」
と
は
異
な
る
独
自
の
価
値
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
暗

に
物
語
っ
て
い
よ
う
。

本
訳
注
の
「
は
じ
め
に
」
お
よ
び
第
二
章
は
土
屋
が
執
筆
し
、
第
一

章
は
沈
、
曹
、
趙
、
岸
、
志
甫
が
執
筆
し
、
土
屋
が
加
筆
修
正
を
施
し

た
。
ま
た
、
凡
例
的
な
こ
と
と
し
て
、
①
底
本
は
第
一
、二
章
の
い
ず

れ
も
前
掲
楊
琥
編
『
夏
曾
佑
集
』
を
用
い
、
適
宜
、
そ
の
他
の
版
本
を

参
照
し
た
。
②
紙
幅
の
関
係
か
ら
原
文
を
掲
げ
え
な
か
っ
た
が
、
重
要

と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
訳
注
で
示
し
た
。
③
訳
注
中
に
原
文
を
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編
、
開
明
書
店
、
一
九
三
四
年
）、
四
一
一
頁
よ
り
抜
粋
。

（
5
）
楊
琥
編
『（
国
家
清
史
編
纂
委
員
会
・
文
献
叢
刊
）
夏
曾
佑
集
』
上
下

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）。

（
6
）
蔡
元
培
は
夏
曾
佑
を
厳
復
、
王
国
維
等
と
並
ぶ
中
国
哲
学
の
代
表
的
人

物
と
し
て
取
り
上
げ
、
紹
介
し
て
い
る
。
蔡
元
培
「
五
十
年
来
中
国
之
哲

学
」（
一
九
二
三
年
、
今
中
国
蔡
元
培
研
究
会
『
蔡
元
培
全
集
』
第
五
巻
、

浙
江
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、
一
二
四
―
一
三
一
頁
。
ま
た
、
梁

啓
超
は
、
夏
曾
佑
が
「
中
国
歴
史
に
対
し
斬
新
な
見
解
を
有
し
た
。
と
り

わ
け
古
代
史
で
あ
り
、
と
り
わ
け
有
史
以
前
で
あ
る
」
と
評
し
た
。
前
掲

梁
啓
超
「
亡
友
夏
穂
卿
先
生
」、
一
九
頁
。

（
7
）
公
沙
（
銭
穆
）「
評
夏
曾
佑
中
国
古
代
史
」（『
図
書
季
刊
』
第
一
巻
第

二
期
、
一
九
三
四
年
）、
七
頁
。

（
8
）
繆
鳳
林
「
大
学
叢
書
本
国
史
両
種
」（『
図
書
評
論
』
第
二
巻
第
八
期
、

一
九
三
四
年
）、
一
頁
。

（
9
）
周
予
同
「
五
十
年
来
中
国
之
新
史
学
」（『
学
林
』
第
四
輯
、
一
九
四
一

年
、
今
朱
維
錚
編
『
周
予
同
経
学
史
論
著
選
集
』、
上
海
人
民
出
版
社
、

一
九
八
三
年
）、
五
三
四
頁
。

（
10
）
例
え
ば
、
中
西
の
歴
史
学
に
通
じ
た
斉
思
和
も
周
予
同
の
説
に
従
い
な

が
ら
、『
中
国
歴
史
』
は
「
当
時
の
名
著
と
し
て
恥
じ
な
い
も
の
で
あ
っ

た
」
と
賛
辞
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
斉
思
和
「
近
百
年
来
中
国
史
学
的
発

展
」（
一
九
四
九
年
、
今
「
晩
清
史
学
的
発
展
」、
同
『
中
国
史
探
研
』、

中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）、
六
八
二
頁
。
ま
た
、
中
国
に
お
け
る
夏
曾

佑
研
究
を
整
理
し
た
、
詹
建
林
「
夏
曾
佑
研
究
之
検
討
与
前
瞻
」（『
湖
北

科
技
学
院
学
報
』
第
三
七
巻
第
二
期
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。

（
11
）
井
澤
耕
一
「
夏
曽
佑
『
最
新
中
学
教
科
書　

中
国
歴
史
』
訳
注
（
一
、

二
、三
）」（『
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
紀
要
―
人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
論
集
―
』
第
一
、三
、六
号
、
二
〇
一
七
―
二
〇
二
〇
年
）。

（
12
）
こ
の
他
、『
中
外
日
報
』、
光
緒
三
〇
年
二
月
一
九
日
に
も
掲
載
さ
れ
た

引
用
す
る
際
は
、
常
用
漢
字
に
改
め
、
句
読
点
を
適
宜
補
っ
た
。
④
訳

出
に
際
し
て
は
、
底
本
の
改
段
落
等
を
一
部
改
め
た
。
⑤
原
注
に
は
括

弧
書
き
の
注
と
割
注
の
二
種
類
が
見
え
る
が
、
訳
文
中
で
は
い
ず
れ
も

（　

）
内
に
統
一
し
た
。
⑥
訳
文
中
に
お
け
る
訳
者
に
よ
る
注
記
は
い

ず
れ
も
〔　

〕
内
に
記
し
た
。
⑦
訳
注
に
記
し
た
人
物
の
略
歴
で
、
出

典
を
示
し
て
い
な
い
も
の
は
、
岩
波
書
店
辞
典
編
集
部
『
岩
波
世
界
人

名
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
よ
り
抜
粋
し
た
。

注
（
1
）
任
公
（
梁
啓
超
）「
中
国
史
叙
論
」（『
清
議
報
』
第
九
〇
冊
、

一
九
〇
一
年
）、
一
頁
。

（
2
）
梁
啓
超
「
亡
友
夏
穂
卿
先
生
」（
一
九
二
四
年
、
今
『
飲
冰
室
文
集
』

第
四
四
（
上
）、
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
）、
一
八
頁
。
ま
た
、
こ
の
梁

啓
超
に
よ
る
追
悼
文
を
日
本
語
訳
し
、
詳
細
な
訳
注
と
と
も
に
紹
介
す
る

島
田

次
『
中
国
革
命
の
先
駆
者
た
ち
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
五
年
）、

五
―
三
〇
頁
参
照
。

（
3
）
た
だ
し
、
こ
れ
よ
り
先
、
丁
保
書
著
『
蒙
学
中
国
歴
史
教
科
書
』（
文

明
書
局
、
一
九
〇
三
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
書
の
巻
首

に
は
「
文
明
書
局
編
訳
」
の
文
字
も
見
え
る
。
こ
の
書
に
つ
い
て
は
、
鈴

木
正
弘
「
清
末
の
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
―
丁
保
書
編
著
『
蒙
学
中
国
歴
史
教
科
書
』
の
考
察
―
」（『
歴
史
教

育
史
研
究
』
第
九
号
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
4
）
夏
元

「
夏
曾
佑
伝
略
」（
教
育
部
編
『
第
一
次
中
国
教
育
年
鑑
』
戊
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と
い
う
。

（
13
）
こ
の
当
時
、
彼
が
往
来
し
て
い
た
日
本
人
や
日
本
関
係
の
人
物
は
多
数

に
の
ぼ
り
、
草
創
期
の
日
本
語
教
員
で
あ
っ
た
杉
幾
太
郎
、
陶
大
均
（
杏

南
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
軍
人
の
瀧
川
具
和
、
神
尾
光
臣
、
越
山
寛
、
青

木
純
宣
、
大
使
館
・
領
事
館
員
で
あ
っ
た
矢
野
文
雄
（
龍
渓
）、
鄭
永
昌
、

井
原
真
澄
、
松
岡
洋
右
、
ア
ジ
ア
主
義
者
で
あ
っ
た
山
田
良
政
、
井
上
雅

二
、『
国
聞
報
』
の
経
営
者
で
あ
っ
た
西
村
博
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
川

崎
三
郎
、
上
野
岩
太
郎
、
漢
学
者
の
安
藤
虎
雄
、
野
口
多
内
、
内
藤
湖
南
、

実
業
家
の
樋
口
忠
一
等
の
名
が
見
え
る

（
14
）「
天
津
興
亜
会
序
」（
前
掲
楊
琥
編
『
夏
曾
佑
集
』
上
）、
四
九
五
頁
。

一
八
九
七
年
一
一
月
に
起
こ
っ
た
ド
イ
ツ
の
膠
州
湾
占
領
事
件
を
契
機
と

し
て
、
日
中
聯
盟
論
が
日
中
間
で
広
が
り
、
ア
ジ
ア
主
義
団
体
設
立
の
動

き
が
各
地
で
活
発
と
な
っ
た
。
天
津
興
亜
会
は
一
八
九
八
年
六
月
に
設
立

さ
れ
、
川
崎
紫
山
（
三
郎
）
を
中
心
と
し
て
、「
対
清
同
志
在
京
者
の
会
」

が
日
本
側
の
受
け
皿
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
藤
谷
浩
悦
『
戊
戌
政

変
の
衝
撃
と
日
本
―
日
中
聯
盟
論
の
模
索
と
展
開
―
』（
研
文
出
版
、

二
〇
一
五
年
）、
三
五
―
一
〇
一
頁
。
ま
た
、
夏
曾
佑
に
拠
れ
ば
、

一
八
九
七
年
に
矢
野
文
雄
（
龍
渓
）
が
清
国
特
命
全
権
公
使
に
着
任
し
て

以
来
、
日
中
聯
盟
の
説
が
お
こ
り
、
日
中
人
士
間
の
交
遊
が
密
接
に
な
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。「
論
政
府
拒
俄
不
必
倚
頼
日
本
」（
前
掲
楊
琥
編

『
夏
曾
佑
集
』
上
）、
九
二
頁
、「
論
日
人
対
中
国
新
意
見
」（
同
前
）、

三
三
四
頁
。

（
15
）
一
八
九
九
年
九
月
の
日
記
に
は
、
姉
崎
正
治
『
印
度
〔
宗
教
〕
史
』

（
一
八
九
七
年
）、
同
訳
『
宗
教
哲
学
』（
一
八
九
八
年
）、
建
部
遯
吾
『
哲

学
大
観
』（
一
八
九
八
年
）
を
読
ん
だ
、
と
見
え
る
。
前
掲
楊
琥
編
『
夏

曾
佑
集
』
下
、
七
二
四
頁
。
ま
た
一
九
〇
〇
年
の
汪
康
年
宛
書
簡
で
は
、

『
和
文
字
典
』
の
購
入
を
彼
に
託
し
て
い
る
。
前
掲
楊
琥
編
『
夏
曾
佑
集
』

上
、
四
七
二
頁
。

（
16
）
前
掲
繆
鳳
林
「
大
学
叢
書
本
国
史
両
種
」、
一
―
七
頁
。
な
お
、
繆
の

師
は
那
珂
通
世
『
支
那
通
史
』
を
改
編
・
増
補
し
た
『
歴
代
史
略
』

（
一
九
〇
二
年
）
の
編
者
柳
詒
徴
で
あ
る

（
17
）
前
掲
周
予
同
「
五
十
年
来
中
国
之
新
史
学
」、
五
三
六
頁
。

（
18
）
前
掲
斉
思
和
「
近
百
年
来
中
国
史
学
的
発
展
」、
六
八
二
頁
。

（
19
）
夏
曾
佑
『
中
国
歴
史
教
科
書
』
第
一
冊
（
金
港
堂
、
一
九
〇
五
年
）。

な
お
、
当
時
、
金
港
堂
は
商
務
印
書
館
と
合
弁
関
係
に
あ
っ
た
。

一
、
夏
曾
佑
『
最
新
中
学
教
科
書
中
国
歴
史
』（
抄
）

叙人
の
知
恵
の
な
か
で
未
来
を
知
る
こ
と
よ
り
大
事
な
も
の
は
な
い
。

そ
れ
で
は
未
来
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ

れ
は
過
去
の
出
来
事
に
基
づ
い
て
推
測
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
史
学
は
人
々
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
学
問
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
こ
と
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。

中
国）

1
（

の
建
国
が
古
い
以
上
、
過
去
の
出
来
事
は
や
や
繁
雑
で
あ
る
。

秦
よ
り
以
前
は
、
歴
史
の
記
載
が
多
く
ば
ら
ば
ら
で
あ
り
、
秦
よ
り
以

後
は
、
歴
史
の
記
載
が
多
く
重
な
っ
て
い
る
。
ば
ら
ば
ら
の
も
の
は
ほ

ど
よ
い
と
こ
ろ
を
と
っ
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
重
な
っ
て
い
る

も
の
は
え
り
わ
け
て
や
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
し
て
や
、
史
は
も
と

も
と
王
朝
の
官
で
あ
り
、
彼
ら
の
筆
の
及
ぶ
と
こ
ろ
は
、
た
い
て
い
帝
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王
に
関
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
り）

2
（

、
世
間
の
う
わ
さ
話
の
た
ぐ
い
は
小
官

に
ゆ
だ
ね
、
正
史
が
こ
れ
を
欠
い
て
い
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る）

3
（

。
歴
史

を
研
究
す
る
こ
と
の
難
し
さ
は
、
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
な
お
往
時
の
話
で
あ
る
。

今
日
に
い
た
っ
て
は
、
学
問
分
野
は
日
ご
と
に
増
え
、
忙
し
く
て
暇

が
な
く
、
も
は
や
努
力
し
て
す
べ
て
の
歴
史
書
を
読
む
時
間
が
な
い
。

し
か
し
、
時
勢
の
巡
り
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
人
の
世
の
出
来
事
は
刻
々

と
変
化
し
て
い
る）

4
（

。
今
日
我
わ
れ
が
享
受
し
て
い
る
結
果
に
つ
い
て
、

一
つ
一
つ
古
人
に
立
ち
返
っ
て
そ
の
原
因
を
検
証
す
る
の
で
な
け
れ

ば
、
前
途
の
安
危
を
知
る
す
べ
が
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
す
み
や
か

に
歴
史
書
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
い
っ
た

い
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

そ
こ
で
一
冊
の
書
物
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
文
章
は
古
人
よ
り
簡
明

で
、
道
理
が
か
つ
て
の
書
籍
よ
り
備
わ
っ
て
い
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
社
会

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
本
書
は
こ
の
主
旨
に
も
と

づ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
学
殖
も
時
間
も
お
よ
ば
な
い
と
こ
ろ
が
あ

り
、
不
注
意
な
誤
り
に
対
す
る
批
判
を
免
れ
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
ひ
と
ま
ず
こ
の
主
旨
を
述
べ
た
ま
で
で
あ
る
。

銭
唐
夏
曾
佑
叙
す
。

訳
注

（
1
）
原
文
は
「
神
州
」。

（
2
）
原
文
は
「
史
本
王
官
、
載
筆
所
及
、
例
止
王
事
」。「
史
載
筆
、
士
載
言
」

（『
禮
記
』
曲
禮
上
）
に
拠
る
。
こ
の
句
の
孔
穎
達
疏
に
は
、「
史
、
謂
国

史
、
書
録
王
事
者
。
王
若
挙
動
、
史
必
書
之
。
王
若
行
往
、
則
史
載
書
具

而
従
之
也
」
と
見
え
る
。

（
3
）
原
文
は
「
街
談
巷
語
之
所
造
、
属
之
稗
官
、
正
史
缺
焉
」。「
小
説
家
者

流
、
蓋
出
於
稗
官
、
街
談
巷
語
、
道
聴
塗
説
者
之
所
造
也
」（『
漢
書
』
芸

文
志
）
に
拠
る
。

（
4
）
原
文
は
「
運
会
所
遭
、
人
事
将
変
」。

凡
例

教
室
で
の
講
義
は
、
中
国
の
学
問
が
西
洋
の
学
問
よ
り
難
し
い
。
こ

れ
は
西
洋
の
学
問
に
は
先
人
の
導
き
が
あ
る
の
に
対
し
、
中
国
の
学
問

に
は
そ
れ
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
書
は
こ
の
点
に
鑑
み
て
、
引
用

し
た
書
物
に
つ
い
て
い
ず
れ
も
そ
の
下
に
記
号
を
付
し
た
。
例
え
ば
第

三
節
一
は
、
附
卷
中
の
第
三
節
（
一
）
を
調
べ
る
と
、
す
ぐ
に
そ
の
出

典
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
記
号
を
付
し
て
い
な
い
も
の
は
、
す
べ
て

二
十
四
史
か
ら
引
い
た
文
で
あ
る
。
こ
の
書
は
二
十
四
史
を
底
本
と
し

て
い
る
た
め
、
さ
ら
に
そ
の
出
典
を
示
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
（
正
史

と
他
書
が
一
か
所
に
入
り
混
じ
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
や
は
り

出
典
を
注
記
し
た
。
一
節
中
に
引
用
が
頻
繁
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
い
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ず
れ
も
出
典
を
本
文
の
下
に
注
記
し
、
記
号
を
付
さ
ず
、
誤
り
を
減
ら

し
た
）。

こ
の
書
で
は
我
が
国
の
古
代
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
の
事
柄
を
三

つ
の
大
時
代
に
分
け
、
さ
ら
に
そ
れ
を
細
分
化
し
て
七
つ
の
小
時
代
と

し
た）

1
（

。
各
時
代
中
の
特
別
な
事
柄
に
つ
い
て
は
詳
細
に
記
し
、
普
通
の

事
柄
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。
例
え
ば
、
古
代
で
は
神
話
に
詳
し
く
、

周
で
は
学
派
に
詳
し
く
、
秦
で
は
政
術
に
詳
し
い
と
い
う
具
合
で
あ

る
。
そ
の
他
は
類
推
さ
れ
た
い
。

本
書
中
に
引
用
し
た
人
名
や
地
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
依
拠
し
た
書
物
に

従
っ
た
が
、
標
題
お
よ
び
案
語
中
に
見
え
る
も
の
は
、
最
も
通
行
し
て

い
る
書
物
を
基
本
と
し
た
。
例
え
ば
「
包
犠
」
の
名
は）

2
（

『
易
』
の
そ
れ

を
用
い
た
。
そ
の
他
は
類
推
さ
れ
た
い
。

古
代
の
地
名
が
今
の
ど
こ
に
あ
る
の
か
は
、
一
語
一
語
そ
の
下
に
注

を
付
し
、
別
に
沿
革
図
を
付
し
て
、
明
ら
か
に
な
る
よ
う
期
し
た
。
た

だ
し
紙
幅
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
は
あ
ま
り
詳
し
く

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
往
々
に
し
て
郡
は
あ
っ
て
も
県
は
な
い
。
た
だ

し
、
今
日
の
地
図
に
よ
っ
て
検
証
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
明
ら
か
に
で
き
る
。

歴
史
年
表
と
古
人
の
著
述
は
、
史
実
と
の
関
係
が
極
め
て
密
接
で
、

決
し
て
省
略
で
き
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
全
て
付
録
し
て
、

広
く
参
考
に
供
し
た
。

歴
史
は
必
ず
図
画
を
た
よ
り
と
す
る
が
、
中
国
古
代
の
図
画
は
伝

わ
っ
て
お
ら
ず
、
後
世
の
人
が
補
っ
て
作
っ
た
も
の
は
、
誰
か
が
作
っ

て
は
誰
か
が
非
難
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
定
論
が
無
い
た
め
、
こ
の
書
で

は
一
概
に
収
録
し
な
か
っ
た
。

中
国
の
歴
史
は
規
模
が
あ
ま
り
に
大
き
く
、
慌
た
だ
し
く
編
纂
し
た

の
で
、
漏
れ
や
誤
り
が
必
ず
や
多
い
は
ず
で
あ
る
。
再
版
す
る
と
き
に

修
正
を
加
え
た
い
。

訳
注

（
1
）
時
代
区
分
の
詳
細
は
、「
第
四
節　

古
今
の
時
代
変
化
の
あ
ら
ま
し
」

に
見
え
る
。

（
2
）
伏
羲
の
こ
と
。

第
一
篇　

上
古
史

第
一
章　

伝
説
時
代）

1
（

第
一
節　

世
界
の
初
め

人
類
の
誕
生
は
、
そ
の
始
ま
り
が
な
か
っ
た
と
決
し
て
い
う
こ
と
が

で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
始
ま
り
を
語
る
場
合
、
そ
の
説
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
て
お
り
、
お
よ
そ
二
つ
の
派
に
分
か
れ
て
い
る
。
一
つ
は
古

代
に
人
類
の
始
ま
り
を
語
っ
た
も
の
で
、
宗
教
家
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
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は
今
日
人
類
の
始
ま
り
を
語
る
も
の
で
、
生
物
学
者
で
あ
る
。

宗
教
家
は
そ
の
教
え
に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
集
団
の

最
も
古
い
書
物
を
た
の
み
と
す
る
。
世
界
の
古
い
国
々
、
例
え
ば
、
エ

ジ
プ
ト
（Egypt
）、
バ
ビ
ロ
ン
（Babylon

）、
イ
ン
ド
（India

）、

ヘ
ブ
ラ
イ
（H

ebrew
）
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
書
物
を
有
し
、
天
地
開

闢
の
さ
ま
、
始
祖
降
生
の
こ
と
に
詳
し
く
、
そ
の
説
が
今
日
な
お
存
在

し
て
い
る
こ
と
は
現
代
の
学
者
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
我
が
中
国）

2
（

も

ま
た
そ
の
な
か
の
一
つ
で
あ
る
。
各
国
の
所
説
を
顧
み
る
に
、
一
つ
と

し
て
同
じ
も
の
は
な
い
。
昔
の
学
者
は
、
宗
教
を
篤
く
信
奉
し
、
つ
ね

に
学
派
間
の
偏
見
を
多
く
有
し
て
い
た）

3
（

。
今
は
幸
い
に
や
や
衰
え
、

〔
そ
れ
ら
書
物
は
〕
た
だ
古
代
の
こ
と
を
考
察
す
る
た
め
に
用
い
る
だ

け
で
あ
る
。

生
物
学
者
は
こ
こ
百
年
来
は
じ
め
て
現
れ
、
最
も
著
名
な
も
の
は
イ

ギ
リ
ス
人
で
あ
る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
（D
arw
in

）
の
『
種
の
起
源
（O

rigin 

of Species

）』
で
あ
る）

4
（

。
そ
の
説
は
現
代
の
生
物
と
地
層
中
の
化
石
と

を
考
察
し
、
一
つ
一
つ
詳
し
く
分
析
し
、
そ
の
時
勢
に
順
応
し
て
変
化

し
て
い
っ
た
こ
と
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て）

5
（

、
物
と
物
と
の
間
の
転

変
の
原
因
を
探
る
も
の
で
あ
る
。

古
い
説
に
よ
れ
ば
人
間
の
誕
生
は
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
今
の
説
に
よ
れ
ば
人
間
の
誕
生
は
自
然
の
進
化
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
説
は
水
と
火
の
よ
う
に
互
い
に
相
容
れ
な
い
。
こ
の
二
説

に
つ
い
て
は
、
も
し
そ
の
帰
趨）

6
（

を
追
究
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
専
門
の
学

問
が
あ
る
べ
き
で
、
本
書
で
論
及
す
る
余
裕
は
な
い
。
本
書
が
は
じ
め

に
こ
れ
に
言
及
し
た
の
は
、
歴
史
を
議
論
す
る
場
合
、
ほ
と
ん
ど
宗
教

に
関
わ
ら
な
い
こ
と
は
な
く
、
古
代
史
は
そ
れ
が
と
り
わ
け
顕
著
だ
か

ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
先
に
こ
れ
を
提
起
し
て
学
者
に
告
げ
る
の
で
あ

り
、
区
別
が
な
さ
れ
選
択
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。

訳
注

（
1
）
原
文
は
「
伝
疑
時
代
」。「
伝
疑
」
は
「『
春
秋
』
之
義
、
信
以
伝
信
、

疑
以
伝
疑
」（『
穀
梁
伝
』
桓
公
五
年
）
に
拠
る
。
後
文
に
見
え
る
「
伝
説
」

期
の
原
文
も
「
伝
疑
」
で
あ
る
。

（
2
）
原
文
は
「
神
洲
」。

（
3
）
原
文
は
「
毎
多
入
主
出
奴
之
意
」。「
入
主
出
奴
」
は
「
其
言
道
徳
仁
義

者
、
不
入
於
楊
、
則
入
於
墨
。
不
入
於
老
、
則
入
於
仏
。
入
於
彼
、
必
出

於
此
。
入
者
主
之
、
出
者
奴
之
」（
韓
愈
「
原
道
」）
に
拠
る
。

（
4
）
原
文
は
「
達
爾
文
之
種
源
論
」。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
（D

arw
in, Charles 

Robert　

一
八
〇
九
―
八
二
年
）、
イ
ギ
リ
ス
の
博
物
学
者
、
地
質
学
者

で
進
化
論
者
。
一
八
五
九
年
、『
種
の
起
原
』
を
刊
行
し
て
生
物
進
化
の

事
実
を
提
示
し
、
自
然
淘
汰
説
を
樹
立
。
当
時
、
こ
の
書
は
ま
だ
中
国
で

翻
訳
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
厳
復
「
原
強
」（
一
八
九
五
年
）
や
梁
啓

超
「
天
演
学
初
祖
達
爾
文
之
学
説
及
其
略
伝
」（『
新
民
叢
報
』
第
三
号
、

一
九
〇
二
年
）
等
に
よ
っ
て
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
た
。
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（
5
）
原
文
は
「
観
其
会
通
」。「
聖
人
有
以
見
天
下
之
動
、
而
観
其
会
通
、
以

行
其
典
礼
」（『
易
』
繫
辞
伝
上
）
に
拠
る
。
こ
の
句
の
孔
穎
達
疏
に
は

「
観
看
其
物
之
会
合
変
通
」
と
見
え
る
。

（
6
）
原
文
は
「
指
帰
」。

第
二
節　

地
の
各
州
、
人
の
各
種

大
陸
は
五
つ
の
州
に
分
け
ら
れ
る
。
我
々
が
住
ん
で
い
る
の
は
ア
ジ

ア
州
（A

sia

）
と
い
う
。
そ
の
西
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
州
（Europe

）
と

い
う
。
そ
の
西
南
は
ア
フ
リ
カ
州
（A

frica

）
と
い
う
。
そ
の
さ
ら
に

西
は
南
北
ア
メ
リ
カ
州
（South and N

orth A
m
erica

）
と
い
う
。

ア
ジ
ア
州
の
東
南
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
（A
ustralia

）
と
い
う
。

こ
れ
ら
は
五
大
州
で
あ
り
、
そ
の
名
は
み
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
つ
け
た

も
の
で
あ
る）

1
（

。

こ
の
五
州
に
住
ん
で
い
る
種
族
は
、
ア
ジ
ア
州
に
い
る
も
の
は
モ
ン

ゴ
リ
ア
ン
種
（M

ongolians

）
と
い
う
。
ア
ジ
ア
州
の
南
の
諸
島
に

い
る
も
の
は
マ
レ
ー
種
（M
alays

）
と
い
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
州
に
い

る
も
の
は
コ
ー
カ
ソ
イ
ド
種
（Caucasians

）
と
い
う
。
ア
フ
リ
カ
州

に
い
る
も
の
は
ネ
グ
ロ
種
（N

egroes

）
と
い
う
。
ア
メ
リ
カ
州
に
い

る
の
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
種
（Indians

）
と
い
う
。
こ
れ
を
五
種
と
い

い
、
そ
の
名
も
ま
た
み
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
つ
け
た
も
の
で
あ
る）

2
（

（
こ

の
五
州
、
五
種
と
互
い
に
交
渉
し
、
し
か
も
信
じ
る
に
足
る
歴
史
を
伝

え
て
い
る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
始
ま
る
の
で
、
ゆ
え
に
極
東）

3
（

の
も

の
が
州
名
と
種
名
を
い
う
場
合
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
つ
け
た
名
称
を
用

い
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
）。

こ
の
諸
々
の
種
の
人
々
は
、
古
代
に
は
ア
ジ
ア
西
北
の
高
原
に
お
よ

そ
集
ま
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
散
り
ぢ
り
に
な
っ
て
四
方

に
分
か
れ
、
風
土
が
異
な
り
、
生
活
も
異
な
っ
た
た
め
、
長
い
時
間
を

経
て
、
つ
い
に
容
貌
の
違
い
、
文
化
の
違
い
を
有
す
る
に
い
た
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
言
語
・
文
字
の
な
か
に
は
、
な
お
同
じ
も
の
が
あ
り
、

ぶ
つ
か
っ
て
は
変
化
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
そ
の
離
合
の
跡

を
観
察
す
る
の
は
、
今
日
の
新
た
な
科
学
で
あ
る）

4
（

。

中
国
は
ア
ジ
ア
州
の
東
に
位
置
し
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
ン
族
に
属
す
（
案

ず
る
に
、
ア
ジ
ア
は
も
と
も
と
ア
ジ
ア
州
西
側
の
一
つ
の
小
さ
な
地
で

あ
り
、
か
つ
モ
ン
ゴ
ル
も
ま
た
胡
人
の
一
支
族
の
名
称
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
に
よ
っ
て
中
国
を
概
括
す
る
に
は
ほ
と
ん
ど
足
り
な
い
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
が
云
々
し
て
い
る
の
は
、
一
部
の
偏
っ
た
事
例
か
ら
無
理
や

り
全
体
を
概
括
し
た
例
で
あ
る
）。
こ
の
族
の
歴
史
が
我
が
国
の
歴
史

で
あ
り
、
本
書
が
述
べ
る
の
は
こ
れ
で
あ
る
。
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訳
注

（
1
）
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
以
来
の
中
国
に
お
け
る
「
亜
細
亜
」
概
念
の
受
容
と

清
末
教
科
書
中
に
お
け
る
意
味
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
黄
東
蘭
「
中
国
に

お
け
る
「
亜
細
亜
」
概
念
の
受
容
」（『
東
ア
ジ
ア
近
代
史
』
第
一
一
号
、

二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
2
）
ブ
ル
ー
メ
ン
バ
ッ
ハ
の
学
説
を
指
す
。
ブ
ル
ー
メ
ン
バ
ッ
ハ

（Blum
enbach, Johann Friedrich　

一
七
五
二
―
一
八
四
〇
年
）、
ド

イ
ツ
の
医
学
者
、
人
類
学
者
。
人
類
の
一
元
性
を
強
調
し
、
人
類
の
相
異

は
、
人
間
固
有
の
性
質
が
風
土
、
遺
伝
等
の
諸
要
素
に
よ
り
身
体
的
、
文

化
的
に
種
々
の
段
階
に
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
し
た
。
系
統
的
頭
蓋
学
の
分

野
を
開
拓
し
、
コ
ー
カ
サ
ス
人
種
を
祖
型
と
し
、
人
類
を
コ
ー
カ
サ
ス
、

モ
ン
ゴ
ル
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
マ
レ
ー
の
五
人
種
に
分
類
し
た
。

中
国
で
は
一
八
九
二
年
に
宣
教
師
ジ
ョ
ン
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
が
編
纂
し
た
中

国
最
初
の
科
学
雑
誌
『
格
致
彙
編
』
に
「
人
分
五
類
説
」
が
イ
ラ
ス
ト
入

り
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
説
が
知
識
人
の
な
か
で
広
ま
っ
て
い
っ

た
と
い
う
。
坂
元
ひ
ろ
子
「
中
国
史
上
の
人
種
概
念
を
め
ぐ
っ
て
」（
竹

沢
泰
子
編
『
人
種
概
念
の
普
遍
性
を
問
う
―
西
洋
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
超
え

て
―
』、
人
文
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）、
一
九
二
頁
。

（
3
）
原
文
は
「
泰
東
」。

（
4
）
リ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
の
学
説
を
指
す
か
。
リ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン

（Richthofen, Ferdinand Freiherr von　

一
八
三
三
―
一
九
〇
五

年
）、
ド
イ
ツ
の
地
理
学
者
、
科
学
探
検
家
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
東
ア
ジ
ア

使
節
団
に
随
行
、
中
国
の
各
地
を
調
査
旅
行
し
た
。
主
著
は
『
支
那
』
七

巻
（
一
八
七
七
―
一
九
一
一
年
）
等
。
中
国
の
文
化
的
・
人
種
的
起
源
に

つ
い
て
、
西
方
起
源
説
（
後
述
）
を
拒
み
、
そ
れ
を
タ
リ
ム
河
西
方
（
現

在
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
族
自
治
区
）と
す
る
中
央
ア
ジ
ア
起
源
説
を
唱
え
た
。

夏
曾
佑
も
、
次
節
「
中
国
種
族
の
起
源
」
中
に
見
え
る
通
り
、
漢
族
の
西

方
起
源
説
を
否
定
し
て
い
る
。
な
お
、
桑
原
隲
藏
も
リ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン

の
説
を
支
持
し
、
漢
族
が
太
古
に
「
西
北
方
」
よ
り
移
住
し
て
き
た
と
述

べ
て
い
る
。
桑
原
隲
藏
「
支
那
の
太
古
に
関
す
る
東
洋
学
者
の
所
説
に
就

き
」（
一
八
九
六
年
、
今
『
桑
原
隲
藏
全
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
六
八
年
）、
一
三
五
―
一
三
六
頁
、
同
『
中
等
東
洋
史
』
上
巻
（
大

日
本
図
書
、
一
八
九
八
年
）、
二
三
頁
。

第
三
節　

中
国
種
族
の
起
源

種
に
は
必
ず
名
前
が
あ
る
が
、
わ
が
族
の
名
は
い
た
っ
て
定
め
が
た

く
、
今
日
の
人
々
は
み
な
支
那
と
称
す
る
。
案
ず
る
に
、
支
那
と
い
う

呼
称
は
、
イ
ン
ド
に
生
じ
、
そ
の
意
味
は
辺
境
の
地
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
モ
ン
ゴ
ル
で
も
っ
て
我
が
種
を
概
括
す
る
の

と
同
じ
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
定
ま
っ
た
名
称
と
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
漢
族
と
称
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
匈
奴
と
通
じ
て
は
じ
め
て
そ

の
名
を
得
た
。
唐
族
と
称
す
る
の
は
、
海
外
に
通
じ
て
は
じ
め
て
そ
の

名
を
得
た
。
そ
の
実
、
こ
れ
ら
は
み
な
王
朝
名
で
あ
り
、
国
名
で
は
な

い
。
諸
夏
と
い
う
呼
称
は
よ
り
古
い
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
も

ま
た
王
朝
名
で
あ
り
、
国
名
で
は
な
い）

1
（

。
た
だ
『
左
伝
』
襄
公
十
四
年

に
、
戎
子
駒
支
の
言
葉
を
引
用
し
て
、「
我
が
諸
戎
は
飲
食
衣
服
、
華

と
同
じ
か
ら
ず
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
華
は
王
朝
名
で
は
な
い）

2
（

。
あ

る
い
は
こ
れ
が
わ
が
族
の
真
の
名
称
で
あ
ろ
う
か）

3
（

。
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東
西
人
頗
譏
弾
之
、
謂
環
球
万
国
各
自
居
中
、
且
華
我
夷
人
、
不
無
自
尊

卑
人
之
意
」
云
々
と
述
べ
て
い
る
。
黄
遵
憲
『
日
本
国
志
』（
一
八
九
八

年
）、
巻
四
、
鄰
交
志
一
。

 

　

ま
た
、
梁
啓
超
も
「
吾
人
所
最
慚
愧
者
、
莫
如
我
国
無
国
名
之
一
事
。

尋
常
通
称
、
或
曰
諸
夏
、
或
曰
漢
人
、
或
曰
唐
人
、
皆
朝
名
也
。
外
人
所

称
、
或
曰
震
旦
、
或
曰
支
那
、
皆
非
我
所
自
命
之
名
也
。〔
中
略
〕
曰
中

国
、
曰
中
華
、
又
未
免
自
尊
自
大
、
貽
譏
旁
観
。
雖
然
、
以
一
姓
之
朝
代

而
汚
我
国
民
、
不
可
也
。
以
外
人
之
假
定
而
誣
我
国
民
、
猶
之
不
可
也
。

於
三
者
俱
失
之
中
、
万
無
得
已
、
仍
用
吾
人
口
頭
所
習
慣
者
、
称
之
曰
中

国
史
」
と
述
べ
て
い
る
。
前
掲
任
公
（
梁
啓
超
）「
中
国
史
叙
論
」。

（
4
）
ラ
ク
ペ
リ
が
提
起
し
た
い
わ
ゆ
る
漢
族
西
方
起
源
説
を
指
す
。
ラ
ク
ペ

リ
（Lacoupérie, A

lbert Étienne Jean Baptiste T
errien de　

一
八
四
五
―
九
四
年
）、
イ
ギ
リ
ス
（
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
）
の
東
洋
学
者
。

そ
の
著
『
中
国
古
文
明
西
方
起
源
論
』（
一
八
九
二
年
）
で
、
中
国
の
上

代
文
明
が
バ
ビ
ロ
ニ
ア
方
面
に
起
源
す
る
こ
と
を
論
じ
、
学
界
に
大
き
な

問
題
を
提
起
し
た
。
こ
の
学
説
の
、
明
治
日
本
を
媒
介
と
し
た
、
中
国
に

お
け
る
流
布
に
つ
い
て
は
、
石
川
禎
浩
「
二
〇
世
紀
初
頭
中
国
に
お
け
る

黄
帝
熱
―
排
満
・
肖
像
・
西
方
起
源
説
―
」（『
二
十
世
紀
研
究
』
第
三
号
、

二
〇
〇
二
年
）
に
詳
し
い
。
こ
の
当
時
、
蒋
智
由
「
中
国
人
種
攷
」（『
新

民
叢
報
』
第
三
七
期
、
一
九
〇
三
年
）、
陶
成
章
『
中
国
民
族
権
力
消
長

論
』（
一
九
〇
四
年
）
が
ラ
ク
ペ
リ
説
を
支
持
し
て
い
た
と
い
う
。

第
四
節　

古
今
の
時
代
変
化
の
あ
ら
ま
し）

1
（

中
国
の
歴
史
は
三
大
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
未
開）

2
（

か
ら
周

末
ま
で
が
上
古
の
時
代
で
あ
る
。
秦
か
ら
唐
ま
で
が
中
古
の
時
代
で
あ

る
。
宋
か
ら
今
日
ま
で
が
近
古
の
時
代
で
あ
る
。

わ
が
族
の
由
来
に
至
っ
て
は
、
ま
す
ま
す
定
説
が
な
い
。
近
年
人
が

い
う
と
こ
ろ
で
は
、
我
が
族
は
バ
ビ
ロ
ン
か
ら
遷
っ
て
き
た
と
い
う）

4
（

。

下
に
示
し
た
、
最
近
、
西
暦
一
八
七
〇
年
代
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
、
ア
メ
リ
カ
の
各
国
人
が
何
度
も
バ
ビ
ロ
ン
遺
跡
の
発
掘
地
で
発
見

し
た
証
拠
か
ら
見
れ
ば
、
古
代
バ
ビ
ロ
ン
人
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
文
化

は
近
い
が
、
我
が
族
の
文
化
と
は
遠
く
、
お
そ
ら
く
は
同
種
で
は
な

い
。
こ
の
古
い
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
は
、
う
し
ろ
に
付
録
し
て
お
く
。

〔
後
文
省
略
〕

訳
注

（
1
）「
諸
夏
」
に
つ
い
て
は
、
梁
啓
超
の
一
文
に
「
中
華
建
国
、
実
始
夏
后
。

古
代
称
黄
族
為
華
夏
、
為
諸
夏
、
皆
紀
念
禹
之
功
德
、
而
用
其
名
以
代
表

国
民
也
」
と
見
え
る
。
中
国
之
新
民
（
梁
啓
超
）「
論
中
国
学
術
思
想
変

遷
之
大
勢
」（『
新
民
叢
報
』
第
三
号
、
一
九
〇
二
年
）。

（
2
）「
我
諸
戎
飮
食
衣
服
、
不
与
華
同
、
贄
幣
不
通
、
言
語
不
達
、
何
悪
之

能
為
」（『
左
伝
』
襄
公
十
四
年
）
に
拠
る
。
晋
の
范
宣
子
か
ら
機
密
漏
洩

の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
戎
子
駒
支
に
よ
る
弁
明
の
言
。

（
3
）
中
国
の
国
名
、
種
族
名
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
黄
遵
憲
が
「
考
地
球
各

国
、
若
英
吉
利
、
若
法
蘭
西
、
皆
有
全
国
総
名
、
独
中
国
無
之
。
西
北
各

藩
称
曰
漢
、
東
南
諸
島
称
曰
唐
、
日
本
亦
曰
唐
、
或
曰
南
京
、
南
京
謂
明
。

此
沿
襲
一
代
之
称
、
不
足
以
概
歴
代
也
。
印
度
人
称
曰
震
旦
、
或
曰
支
那
、

日
本
亦
称
曰
支
那
、
英
吉
利
人
称
曰
差
那
、
法
蘭
西
人
称
曰
差
能
。
此
又

他
国
重
訳
之
音
、
並
非
我
国
本
有
之
名
也
。
近
世
対
外
人
称
、
毎
曰
中
華
。
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も
し
さ
ら
に
こ
れ
を
区
分
し
、
世
の
移
ろ
い
と
ぴ
っ
た
り
と
合
致
す

る
こ
と
を
求
め
る
な
ら
ば
、
上
古
時
代
は
二
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
開
闢
か
ら
周
初
ま
で
が
伝
説
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
事
柄
は
全

く
信
じ
る
に
足
る
歴
史
が
な
く
、
す
べ
て
経
書
と
諸
子
の
な
か
に
こ
れ

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
（
経
書
、
史
書
、
子
書
を
い
か
に
分
け
る
か

は
の
ち
に
詳
述
す
る
）、
往
々
に
し
て
寓
話
と
事
実
が
混
ざ
り
合
っ
て

二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
読
者
は
各
自
が
慣
れ
親
し
ん
で
い
る

も
の
を
信
じ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ゆ
え
に
伝
説
期
と
い
う
。

周
の
中
葉
か
ら
戦
国
ま
で
は
育
成
期
で
あ
る）

3
（

。
中
国
の
文
化
は
こ
の

時
期
に
形
づ
く
ら
れ
、
こ
の
時
期
の
学
問
は
中
国
の
頂
点
に
達
し
、
の

ち
の
世
の
人
は
そ
の
諸
学
派
の
な
か
の
一
部
を
実
行
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
利
益
と
損
害
を
受
け
た
に
過
ぎ
な
い
。
ゆ
え
に
育
成
期
と

い
う
。

中
古
時
代
は
三
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
秦
か
ら
三
国
ま
で
は

極
盛
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
中
国
で
は
人
材
が
輩
出
し
、
国
力
が
極

め
て
強
く
、
お
よ
そ
戦
争
は
い
ず
れ
も
同
じ
種
の
も
の
が
戦
い
、
別
の

種
の
も
の
は
宮
廷
に
跪
い
た）

4
（

。
こ
れ
は
第
二
期）

5
（

の
人
の
理
想
を
実
行
し

て
、
良
い
結
果
を
得
た
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
極
盛
期
と
い
う
。

晋
か
ら
隋
ま
で
は
中
衰
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
異
民
族
が
侵
入

し
、
政
権
を
掌
握
し
、
宗
教
も
ま
た
大
い
に
外
来
宗
教
に
よ
る
変
化
を

被
っ
た
。
ゆ
え
に
中
衰
期
と
い
う
。

唐
朝
一
代
は
復
興
期
で）

6
（

、
こ
の
時
期
、
国
力
の
強
さ
は
ほ
ぼ
漢
代
と

等
し
く
、
風
俗
は
及
ば
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
の
ち
の
王
朝
に
は
勝
っ

た
。
ゆ
え
に
復
興
期
と
い
う
。

近
古
時
代
は
二
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
五
代
、
宋
、
元
、
明

は
退
化
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
学
問
は
荒
廃
し
、
風
俗
は
衰
退
し
、

兵
力
、
財
力
は
次
第
に
衰
え
、
徐
々
に
独
立
で
き
な
い
様
相
が
現
れ
て

き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
期
の
人
の
理
想
に
付
会
し
て
得
た
悪

い
結
果
で
あ
る
。
ゆ
え
に
退
化
期
と
い
う
。

本
朝
の
二
百
六
十
一
年
間
は
変
革
期
で
あ
る）

7
（

。こ
の
時
期
の
前
半
は
、

学
問
、
政
治
が
秦
以
来
の
も
の
を
集
大
成
し
、
後
半
は
世
情
と
人
心
が
、

秦
以
来
、
未
曾
有
の
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
思
う
に
、
秦
人
が
成
功

し
た
局
面
が
す
で
に
行
き
詰
ま
り
、
ち
ょ
う
ど
新
し
い
局
面
に
入
ろ
う

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
変
革
期
と
い
う
。

こ
れ
が
中
国
史
の
大
略
で
あ
る）

8
（

。

訳
注

（
1
）
原
文
は
「
古
今
世
変
之
大
概
」。

（
2
）
原
文
は
「
草
昧
」。「
天
造
草
昧
」（『
易
』
屯
）
に
拠
る

（
3
）
原
文
は
「
化
成
之
期
」。「
化
成
」
は
教
化
が
成
功
す
る
こ
と
。「
聖
人
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久
於
其
道
、
而
天
下
化
成
」（『
易
』
恒
）
に
拠
る
。

（
4
）
原
文
は
「
稽
顙
」。
古
代
に
お
け
る
跪
拝
の
礼
。「
弔
者
致
命
、
主
人
哭

拝
、
稽
顙
成
踊
」（『
儀
礼
』
士
喪
礼
）
に
拠
る
。

（
5
）
上
古
時
代
第
二
期
を
指
す
で
あ
ろ
う
。

（
6
）
原
文
は
「
復
盛
期
」。

（
7
）
原
文
は
「
更
化
期
」。「
為
政
而
不
行
、
甚
者
必
変
而
更
化
之
、
乃
可
理

也
」（『
漢
書
』
礼
楽
志
）
に
拠
る
。

（
8
）
時
代
区
分
に
つ
い
て
、
那
珂
通
世
『
支
那
通
史
』
で
は
、「
今
図
編
述

之
便
、
仮
分
古
今
為
三
大
紀
。
自
唐
虞
三
代
至
六
国
并
於
秦
、
二
千
余
年
、

是
為
上
世
。
自
秦
歴
漢
唐
至
宋
金
之
衰
、
千
四
百
余
年
、
是
為
中
世
。
自

元
初
歴
明
至
今
、
六
百
八
十
年
、
是
為
近
世
」
と
見
え
る
。
同
書
巻
之
一

（
中
央
堂
、
一
八
九
〇
年
）、
六
頁
。

 

　

桑
原
隲
藏
『
中
等
東
洋
史
』
で
は
、「
今
姑
く
支
那
本
部
の
大
勢
を
中

心
と
し
、
之
と
関
係
せ
る
周
囲
諸
邦
国
の
興
亡
、
諸
民
族
の
盛
衰
に
参
考

し
て
、
東
洋
史
の
時
代
を
、
左
の
四
期
に
分
つ
べ
し
。（
第
一
）
上
古
期　

漢
族
膨
張
時
代　

太
古
よ
り
秦
の
一
統
に
至
る
間
を
い
ふ
。
此
間
に
在
り

て
、
東
洋
史
中
一
切
の
事
変
に
於
て
、
最
も
重
要
な
る
位
置
を
占
む
べ
き

漢
族
は
、
支
那
北
部
の
地
に
拠
り
、
三
皇
五
帝
三
代
を
経
て
、
中
央
集
権

の
基
礎
漸
く
固
く
、
遂
に
秦
の
始
皇
帝
出
で
て
、
始
め
て
鞏
固
な
る
一
統

政
治
を
建
て
た
り
。〔
中
略
〕
故
に
、
姑
く
之
を
漢
族
膨
張
時
代
と
い
ふ

べ
し
。（
第
二
）
中
古
期　

漢
族
優
勢
時
代　

秦
の
一
統
よ
り
唐
の
滅
亡

に
至
る
、
凡
そ
千
百
年
間
を
い
う
。〔
中
略
〕
漢
族
は
、
秦
両
漢
時
代
に

於
て
、
優
に
塞
外
諸
族
を
圧
倒
し
、
五
胡
十
六
国
の
際
と
雖
ど
も
、
尚
よ

く
之
と
頡
頏
し
、
隋
唐
時
代
に
至
り
て
は
、
復
又
空
前
の
大
版
図
を
開
き

し
が
故
に
、
此
間
を
漢
族
優
勢
時
代
と
い
ふ
も
、
大
不
可
な
き
も
の
ゝ
如

し
。（
第
三
）
近
古
期　

蒙
古
族
全
盛
時
代　

五
代
よ
り
清
朝
の
興
起
に

至
る
、
凡
そ
七
百
年
間
を
指
す
。
此
世
紀
に
於
て
、
漢
族
の
気
焔
全
く
沈

降
し
、
塞
外
諸
族
は
次
第
に
勢
を
得
、〔
中
略
〕
故
に
此
世
紀
を
蒙
古
族

最
盛
時
代
と
い
ふ
べ
し
。（
第
四
）
近
世
期　

欧
人
東
漸
時
代　

清
初
よ

り
現
時
に
至
る
、
凡
そ
三
百
年
間
、
之
を
欧
人
東
漸
時
代
と
云
ふ
べ
し
。

前
世
紀
の
終
よ
り
、
欧
洲
人
士
の
東
洋
に
遠
航
す
る
者
漸
く
多
く
、〔
中

略
〕
此
の
如
く
し
て
阿
利
安
人
種
は
、
次
第
に
東
方
亜
細
亜
の
大
勢
を
左

右
す
る
に
至
れ
り
」
と
見
え
る
。
前
掲
桑
原
隲
藏
『
中
等
東
洋
史
』
上
巻
、

一
八
―
二
一
頁
。

 

　

こ
れ
よ
り
、
夏
曾
佑
『
中
国
歴
史
』
の
時
代
区
分
が
桑
原
『
中
等
東
洋

史
』
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
桑
原

が
民
族
の
興
亡
の
視
点
か
ら
時
代
を
区
分
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
夏
曾

佑
も
ま
た
主
に
中
国
の
異
民
族
に
対
す
る
国
力
の
強
弱
か
ら
時
代
を
区
分

し
て
い
る
。
し
か
し
、
夏
曾
佑
が
時
代
の
小
区
分
ま
で
行
う
点
で
よ
り
詳

し
く
、
ま
た
一
貫
し
て
中
国
を
主
体
と
し
て
い
る
点
で
異
な
っ
て
い
る
。

 

　

な
お
、
こ
の
当
時
、
梁
啓
超
が
提
起
し
た
中
国
史
の
時
代
区
分
に
は
、

「
第
一
上
世
史
、
自
黄
帝
以
迄
秦
之
一
統
、
是
為
中
国
之
中
国
、
即
中
国

民
族
自
発
達
自
争
競
自
団
結
之
時
代
也
。〔
中
略
〕
第
二
中
世
史
、
自
秦

一
統
後
至
清
代
乾
隆
之
末
年
、
是
為
亜
洲
之
中
国
、
即
中
国
民
族
与
亜
洲

各
民
族
交
渉
繁
賾
競
争
最
烈
之
時
代
也
。
又
中
央
集
権
之
制
度
、
日
就
完

整
、
君
主
専
制
政
体
全
盛
之
時
代
也
。〔
中
略
〕
第
三
近
世
史
、
自
乾
隆

末
年
以
至
於
今
日
、
是
為
世
界
之
中
国
、
即
中
国
民
族
合
同
全
亜
洲
民
族
、

与
西
人
交
渉
競
争
之
時
代
也
。
又
君
主
専
制
政
体
漸
就
湮
滅
、
而
数
千
年

未
経
発
達
之
国
民
立
憲
政
体
、
将

代
興
起
之
時
代
也
。
此
時
代
今
初
萌

芽
、
雖
閲
時
甚
短
、
其
内
外
之
変
動
、
実
皆
為
二
千
年
所
未
有
、
故
不
得

不
自
別
為
一
時
代
、
実
則
近
世
史
者
、
不
過
将
来
史
之
楔
子
而
已
」
と
見

え
、
夏
曾
佑
の
そ
れ
と
少
な
か
ら
ず
異
な
る
。
前
掲
任
公
（
梁
啓
超
）

「
中
国
史
叙
論
」。
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第
五
節　

歴
史
の
益

我
が
国
六
千
年
の
国
史
を
読
む
と
、
人
を
し
て
悲
喜
き
わ
ま
り
な

く
、
考
え
込
ん
で
我
を
忘
れ
さ
せ
る）

1
（

も
の
が
あ
る
。

上
古
の
歴
史
を
読
む
と
、
い
た
っ
て
高
尚
で
奥
深
い
理
想
（
た
と
え

ば
『
易
』
が
そ
う
で
あ
る
）、
い
た
っ
て
綿
密
な
政
治
（
た
と
え
ば

『
周
礼
』
が
そ
う
で
あ
る
）、
い
た
っ
て
純
粋
な
倫
理
（
た
と
え
ば
孔
教

が
そ
う
で
あ
る
）
が
見
え
、
燦
然
と
し
て
大
い
に
備
わ
り
、
エ
ジ
プ

ト
、
カ
ル
デ
ア
、
イ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ア
と
比
べ
て
も
恥
じ
る
と
こ
ろ
が

な
い
。

中
古
の
歴
史
を
読
む
と
、
国
力
が
強
大
で
、
次
第
に
兵
力
を
用
い
、

閩
、
粤
、
滇
、
黔
、
越
南
の
地
を
併
合
し
て
一
国
と
し
、
北
は
大
砂
漠

を
横
切
り
、
西
は
パ
ミ
ー
ル
高
原
に
至
り
、
ぬ
き
ん
で
た
存
在
と
し
て

ア
ジ
ア
の
中
心
を
な
し
、
ロ
ー
マ
、
匈
奴
の
強
盛
と
ほ
と
ん
ど
異
な
る

と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
れ
は
思
い
を
め
ぐ
ら
す
だ
け
で
人
を
し
て
喜
び
勇

ま
せ
る
も
の
で
あ
る
。

近
古
か
ら
今
日
ま
で
の
歴
史
を
読
む
と
、
五
代
の
間
は
、
雇
わ
れ
商

人
や
下
級
役
人）

2
（

、
沙
陀
族
や
契
丹
族
が
好
き
勝
手
に
食
い
争
い）

3
（

、
士
族

は
塗
炭
の
苦
し
み
を
味
わ
い
、
文
物
は
地
を
は
ら
い
、
滅
亡
し
な
い
種

族
は
ほ
と
ん
ど
稀
で
あ
っ
た
。
宋
が
建
国
さ
れ
、
い
く
ら
か
世
が
治

ま
っ
た
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
活
力
が
損
な
わ

れ
、
す
ぐ
に
は
起
き
上
が
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
か
も
国
家
を
治
療
す

る
も
の
は
そ
の
任
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
な
か
っ
た
。
こ
れ
以
来
、
中

国
は
外
に
対
し
て
は
優
柔
を
主
と
し
、
内
に
対
し
て
は
圧
制
を
主
と

し
、
士
人
は
読
書
せ
ず
、
兵
士
は
命
令
に
従
わ
ず
、
名
目
と
実
際
は
く

い
ち
が
い
、
主
人
と
客
人
は
逆
転
し
、
天
下
は
愁
い
嘆
き
、
ど
こ
か
ら

こ
う
な
っ
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
ま
さ
に
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ン
ド
の
覆

轍
を
踏
も
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
人
を
し
て
が
っ
か

り
と
意
気
消
沈
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
本
朝
の
二
百
余
年
間
の
歴
史
を
見
る
と
、
道
光
年
間
以

前
は
、
政
治
、
風
俗
は
宋
明
の
旧
制
に
し
た
が
っ
て
い
た
が
、
学
問
は

す
で
に
宋
明
か
ら
離
れ
、
漢
唐
時
代
と
符
合
し
て
い
た
。
道
光
年
間
以

後
は
、
世
界
と
あ
い
ま
み
え
、
こ
の
数
十
年
来
は
、
急
速
に
戦
国
の
勢

い
を
呈
し
て
い
る
。
こ
こ
に
識
者
は
国
家
の
命
運
が
ま
さ
に
一
変
し
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
無
限
の
望
み
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
。

歴
史
を
読
む
人
は
、
必
ず
や
そ
の
歴
史
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
十
分
に
理
解
し
、
ひ
る
が
え
っ
て
そ
れ
を
わ
が
身
で
受
け
と
め）

4
（

、

そ
う
し
て
は
じ
め
て
歴
史
を
読
む
こ
と
が
有
益
と
な
る
の
で
あ
る
。
概

略
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
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訳
注

（
1
）
原
文
は
「
俯
仰
自
失
」。

（
2
）
原
文
は
「
傭
販
、
皂
隸
」。

（
3
）
原
文
は
「
狂
噬
交
捽
」。

（
4
）
原
文
は
「
引
帰
身
受
」。「
身
受
」
は
「
口
得
所
嗜
、
目
得
所
美
、
身
受

其
利
」（『
史
記
』
亀
策
列
伝
）
に
拠
る
。

二
、
夏
曾
佑
「
中
日
離
合
の
関
係
を
論
ず
」

中
日
離
合
の
関
係
を
論
ず）

1
（

天
下
に
は
自
然
の
勢
い
が
あ
り
、
こ
れ
は
人
の
力
に
よ
っ
て
逃
れ
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
往
往
に
し
て
何
千
何
百
年
の
悠
久
の
時
を
経

て
、
神
々
し
い
光
が
集
ま
っ
て
は
離
れ
、
盛
衰
興
亡
き
わ
ま
り
な
い

が）
2
（

、
そ
の
最
後
た
る
や
、
や
は
り
自
然
の
勢
い
へ
と
帰
っ
て
い
く
。
こ

れ
は
天
の
定
め
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
悲
し
み
嘆
く
ゆ
え
ん
で

あ
る
。

我
わ
れ
と
日
本
と
は
お
そ
ら
く
古
く
か
ら
互
い
の
こ
と
を
知
っ
て
い

る
。「
和
は
三
韓
の
大
海
中
に
在
り）

3
（

」。
そ
の
文
は
『
山
海
経
』
に
見
る

こ
と
が
で
き
る）

4
（

。
こ
れ
は
四
千
年
前
の
著
作
で
あ
り
、
そ
の
時
、
我
わ

れ
は
す
で
に
日
本
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
秦
漢
の
際

に
は
、
三
神
山
の
説
が
、
日
々
君
主
の
心
中
に
去
来
し）

5
（

、
こ
れ
を
説
く

も
の
は
そ
れ
が
日
本
で
あ
る
と
考
え
た
。
顧
み
る
に
、
日
本
と
我
わ
れ

と
の
交
流
は
、
信
じ
る
に
足
る
歴
史
が
あ
る
の
は
、
三
国
の
魏
に
始
ま

る）
6
（

。
魏
よ
り
以
後
は
、
隋
代
、
唐
代
に
あ
っ
て
、
往
来
が
途
絶
え
る
こ

と
は
な
く
、
そ
の
交
流
の
足
跡
は
し
だ
い
に
密
に
な
っ
て
い
っ
た
。
し

か
し
こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
国
交
で
は
な
く
、
国
交
は
明
代
に
始
ま
っ

た
。
朝
鮮
出
兵）

7
（

の
際
に
は
、
軍
隊
が
あ
い
ま
み
え
た
が
、
徳
川
氏
が
幕

府
を
開
く
と
、
た
ち
ま
ち
に
平
和
が
訪
れ
た
。
徐
福
が
男
児
女
児
を
船

に
乗
せ
て
海
に
入
っ
て
か
ら
、
徳
川
氏
と
明
と
の
講
和
に
至
る
ま
で
、

そ
の
間
二
千
年
、
我
わ
れ
と
日
本
と
は
あ
る
と
き
は
和
し
あ
る
と
き
は

戦
っ
た
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
に
せ
よ
世
界
に
直
接
関
係
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た）

8
（

。

世
界
に
関
係
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
甲
申
事
変
に
そ
の
兆
し
が
現

れ
、
日
清
戦
争
に
そ
れ
が
成
る
の
で
あ
り
、
終
始
、
朝
鮮）

9
（

と
密
接
に
関

わ
っ
た
。
日
清
戦
争）

10
（

に
際
し
て
は
、
我
わ
れ
は
も
と
よ
り
こ
の
戦
役
が

引
き
起
こ
す
事
態
の
大
き
さ
が
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
思
う
に
日
本

も
ま
た
必
ず
し
も
そ
の
結
末
を
予
測
で
き
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
結
末
た
る
や
、
つ
い
に
ロ
シ
ア
が
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
を
引
き
込

ん
で
結
集
し
、
日
本
の
腕
を
ね
じ
あ
げ
て
〔
戦
果
を
〕
奪
い
と
っ
た
の

だ
っ
た
。〔
こ
う
し
て
〕
ロ
シ
ア
は
旅
順
を
併
呑
し
、
ド
イ
ツ
は
報
い
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が
な
か
っ
た
の
で
、
膠
州
湾
を
獲
得
し
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
は
つ

ぎ
つ
ぎ
と
そ
れ
ぞ
れ
対
抗
策
を
は
か
っ
た
。丙
申
か
ら
丁
酉〔
一
八
九
六

年
か
ら
九
七
年
〕
ま
で
の
間
は
、
と
う
と
う
騒
然
と
し
て
一
日
と
し
て

穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
ち
ょ
う
ど
宮
廷

内
に
は
災
い
が
重
な
り
、
皇
帝）

11
（

は
内
心
不
安
と
な
り
、
眼
前
の
患
い
か

ら
救
い
出
す
方
法
を
講
じ
る
も
の
は
、
禁
中
で
二
派
に
分
か
れ
た
。
一

つ
は
守
旧
派
で
あ
り
、
一
つ
は
革
新
派
で
あ
っ
た）

12
（

。
そ
し
て
、
執
政
者

の
あ
い
だ
で
も
ま
た
二
派
に
分
か
れ
た
。
一
つ
は
連
露
派
で
あ
り
、
一

つ
は
親
日
派
で
あ
っ
た
。

皇
帝
の
そ
れ
と
な
く
示
さ
れ
た
意
向
は）

13
（

、
新
旧
の
い
ず
れ
か
に
取
る

も
の
で
は
な
く
、
ま
た
露
日
の
い
ず
れ
か
に
分
か
れ
る
も
の
で
も
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
派
が
皇
帝
を
と
り
こ
も
う
と）

14
（

し
た
結

果
、
波
乱
が
生
じ
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
ま
す
ま
す
議
論
が
高
ま

り
、
一
に
戊
戌
〔
一
八
九
八
年
〕
の
維
新
運
動
に
発
展
し
、
二
に
戊
戌

の
ク
ー
デ
タ
ー
に
発
展
し
、
三
に
己
亥
〔
一
八
九
九
年
〕
の
建
儲）

15
（

に
発

展
し
、
四
に
庚
子
〔
一
九
〇
〇
年
〕
の
義
和
団
事
変）

16
（

に
発
展
し
、
五
に

辛
丑
〔
一
九
〇
一
年
〕
の
皇
帝
帰
還）

17
（

に
発
展
し
、六
に
癸
卯
〔
一
九
〇
三

年
〕
の
ロ
シ
ア
と
の
密
約）

18
（

に
発
展
し
、
最
終
的
に
甲
辰
〔
一
九
〇
四

年
〕
の
露
日
開
戦
へ
と
至
る
の
で
あ
る
。
災
難
の
到
来
は
、
天
に
と
ど

く
ほ
ど
あ
ふ
れ
は
び
こ
る
に
至
っ
た
が
、
そ
の
根
本
に
遡
る
な
ら
ば
、

原
点
は
た
だ
二
つ
で
あ
る
。
一
つ
は
皇
室
の
仲
た
が
い
で
あ
り
、
一
つ

は
中
日
の
離
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
皇
室
の
見
解
は
、
ま
た
時
に
中
日

の
離
合
と
関
係
し
て
い
た
。

試
み
に
日
清
戦
後
を
見
て
み
る
な
ら
ば
、
ロ
シ
ア
人
が
間

に
乗

じ
、
籠
絡
を
は
か
り
、
今
は
亡
き
宰
相）

19
（

は
老
い
ぼ
れ
、〔
ロ
シ
ア
に
〕

愚
弄
さ
れ
て
し
ま
い
、
中
日
の
交
わ
り
は
ほ
と
ん
ど
切
り
離
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
し
か
し
、
戊
戌
に
至
る
や
、
皇
帝
は
親
政
を
行
い
、
そ
こ
で

日
本
と
の
提
携
を
は
か
る
こ
と
を
決
し
た
。〔
と
こ
ろ
が
〕
西
太
后
に

よ
る
垂

聴
政
に
お
よ
ぶ
や）

20
（

、
政
策
は
一
変
し
、
日
本
と
提
携
し
な
い

だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
と
の
交
わ
り
も
ま
た
そ
れ
に
専
念
し
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
庚
子
に
至
る
と
、
一
切
の
外
国
勢
力
の
排
除
を
は
か
っ

た
。
皇
帝
帰
還
後
は
、
す
べ
て
に
お
い
て
な
よ
な
よ
と
媚
び
る
こ
と
に

慣
れ
て
し
ま
い
、
ロ
シ
ア
に
頼
ろ
う
と
す
る
思
い
が
な
い
わ
け
で
は
な

か
っ
た
が
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
に
は
ロ
シ
ア
人
の
機
会
が
す
で

に
熟
し
て
し
ま
い
、
彼
ら
は
も
は
や
人
目
を
は
ば
か
る
こ
と
な
く
、
突

如
と
し
て
正
体
を
表
し
て
我
わ
れ
に
対
峙
し
て
き
た
。
こ
こ
に
我
わ
れ

は
は
じ
め
て
ロ
シ
ア
を
恐
れ
る
こ
と
阿
修
羅
や
夜

を
も
凌
駕
し
、
悪

い
鬼）

21
（

と
は
必
ず
や
親
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ

る
。
わ
た
し
は
確
か
に
、
近
ご
ろ
大
臣
の
な
か
で
、
ロ
シ
ア
重
視
の
者

が
日
々
減
り
、
日
本
重
視
の
者
が
日
々
増
え
、
政
策
が
す
で
に
四
度
目
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の
変
化
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
い
っ
た
い
国
家
の
政
策
の
混
乱

は
、
こ
の
十
年
間
よ
り
甚
だ
し
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
引
き
続
く
今
後

は
、
政
策
が
一
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

わ
た
し
が
か
つ
て
こ
れ
を
論
じ
た
こ
と
に
は
、
東
方
大
陸
の
諸
国
に

は
一
つ
の
特
例
が
あ
り
、
そ
れ
は
世
界
に
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

例
と
は
、
文
明
的
な
民
族
は
必
ず
野
蛮
な
民
族
に
か
な
わ
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
北
方
に
起
こ
っ
た
民
族
は
、
必
ず
や
南
方
に
あ
っ
て

君
主
と
な
っ
た
。
支
那）

22
（

、
イ
ン
ド
は
古
く
か
ら
こ
の
よ
う
で
、
髪
が
天

を
つ
き
、
ま
な
じ
り
が
裂
け
る
ほ
ど
憤
っ
て
み
て
も
、
ど
う
し
よ
う
も

な
か
っ
た
の
で
あ
る）

23
（

。
し
か
し
、
日
本
だ
け
が
こ
の
例
に
陥
ら
な
か
っ

た
。
た
い
へ
ん
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
の
は
、
北
条
氏
が
胡
族
で
あ

る
元
を
拒
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。
元
人
の
力
は
ア
ジ
ア
を
あ
ま
ね
く
お

お
い
、
白
人
種
で
あ
っ
て
も
恐
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日

本
だ
け
が
独
力
で
こ
れ
を
拒
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
古
人
の
文
化

を
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
、
胡
馬
の
蹂
躙
す
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
功
績
は
、
ギ
リ
シ
ャ
が
ペ
ル
シ
ャ
を
拒
み
、
フ
ラ
ン
ス
人
が

イ
ス
ラ
ム
教
を
拒
ん
だ
こ
と
に
も
比
肩
し
よ
う）

24
（

。

こ
う
し
て
、
今
日
ロ
シ
ア
を
拒
む
こ
と
は
、
元
を
拒
ん
だ
こ
と
の
結

果
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
栄
落
、
黄
色
人
種
と
白
人
種
の

興
亡
、
専
制
と
立
憲
の
強
弱
は
、
こ
と
ご
と
く
そ
の
決
着
を
こ
こ
に
取

る
の
で
あ
る
。
我
が
中
国
は
、
僭
越
な
が
ら
ア
ジ
ア
の
大
国
で
あ
り
、

我
わ
れ
は
も
と
よ
り
我
ら
が
民
の
意
を
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と

え
は
な
は
だ
不
肖
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
や
こ
の
よ
う
に
は
敢
え
て
言
う

ま
い
。
す
な
わ
ち
、「
我
わ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
興
隆
し
、
ア
ジ
ア
が

敗
れ
る
の
を
願
う
。
我
わ
れ
は
白
人
種
が
増
長
し
、
黄
色
人
種
が
滅
ぶ

こ
と
を
願
う
。
我
わ
れ
は
我
が
身
を
苦
し
め
搾
取
す
る
専
制
政
体
が

日
々
盛
ん
と
な
り
、
我
が
身
を
安
楽
に
す
る
立
憲
政
体
が
日
々
亡
ん
で

い
く
こ
と
を
願
う
」
と
。
そ
も
そ
も
我
わ
れ
が
す
で
に
奴
隷
や
牛
馬
の

地
位
に
自
ら
の
身
を
処
す
る
こ
と
を
欲
さ
な
い
以
上
、
こ
の
存
亡
の
危

機
一
髪
の
事
態
に
際
し）

25
（

、
必
ず
や
我
わ
れ
と
利
害
を
同
じ
く
す
る
者
と

行
動
を
共
に
し
、
そ
う
し
た
の
ち
に
事
を
成
し
う
る
こ
と
や
明
ら
か
で

あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
天
の
定
め
で
あ
っ
て
逃
れ
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
ろ
う
か
な
か
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
こ
れ
は
決
し
て
盲
従
迷
信
す
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
。
も
し
我
わ
れ
が
事
情
も
わ
か
ら
ず
、
以
前
ロ
シ
ア
に
た

よ
っ
て
い
た
の
と
同
じ
よ
う
に
日
本
に
た
よ
り
、
何
も
せ
ず
に
命
を
ゆ

だ
ね
、
一
切
客
の
な
す
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
の
で
あ
れ
ば
、
自
ら
を
害

す
る
だ
け
で
な
く
、
ま
た
客
を
も
わ
ず
ら
わ
す
こ
と
に
な
る
。
思
う

に
、
天
下
が
中
国
の
も
は
や
助
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
鑑
み
た
場
合
も
、

そ
れ
で
も
日
本
が
独
り
中
国
を
呑
み
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
は
欲
せ
ず
、
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こ
こ
に
中
国
分
割
の
説
が
定
ま
る
の
で
あ
る）

26
（

。〔
し
か
し
〕
支
那
が
分

割
さ
れ
れ
ば
、
日
本
は
孤
立
す
る
の
で
あ
り
、
む
ろ
ん
支
那
が
強
く

な
っ
て
、
日
本
と
並
び
立
つ
こ
と
の
ほ
う
が
よ
り
計
を
得
て
い
る
の
で

あ
る
。
ゆ
え
に
、
中
日
の
あ
い
だ
で
考
慮
す
べ
き
も
の
は
、
も
と
よ
り

ロ
シ
ア
に
よ
る
攻
撃
や
ロ
シ
ア
が
敗
色
を
呈
す
る
の
を
待
つ
必
要
は
な

く
、
天
理
人
情
の
交
わ
り
に
こ
れ
を
決
す
る
こ
と
が
で
き
る）

27
（

。
こ
の
よ

う
で
あ
れ
ば
、
大
事
な
と
こ
ろ）

28
（

は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
り
、
の
ち
の
政

策
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。

訳
注

（
1
）
原
文
は
「
論
中
日
分
合
之
関
係
」。

（
2
）
原
文
は
「
神
光
離
合
、
起
伏
万
端
」。「
神
光
離
合
」
は
「
徙
倚
傍
徨
、

神
光
離
合
」（
曹
植
『
洛
神
賦
』）
に
拠
る
。

（
3
）
原
文
は
「
和
在
三
韓
大
海
中
」。
夏
曾
佑
『
中
国
歴
史
』
第
二
冊
、
第

五
九
節 

日
本
に
は
、「
倭
在
三
韓
大
海
中
（
此
『
山
海
経
』
文
）」
と
見

え
る
。
前
掲
楊
琥
編
『
夏
曾
佑
集
』
下
、
一
〇
〇
〇
頁
。

（
4
）『
山
海
経
』
海
内
北
経
に
「
蓋
国
在
鉅
燕
南
、
倭
北
。
倭
属
燕
」
と
見

え
、
こ
の
句
の
郭
璞
伝
に
「
倭
国
在
帯
方
東
大
海
内
」
と
見
え
る
。

（
5
）『
史
記
』
始
皇
本
紀
に
見
え
る
。

（
6
）
い
わ
ゆ
る
「
魏
志
倭
人
伝
」
の
こ
と
。

（
7
）
原
文
は
「
高
麗
之
争
」。

（
8
）
原
文
は
「
均
無
当
於
天
下
之
故
」。「
天
下
之
故
」
は
「
易
、
無
思
也
、

無
為
也
、
寂
然
不
動
、
感
而
遂
通
天
下
之
故
」（『
易
』
繫
辞
上
伝
）
に
拠

る
。
こ
の
句
の
孔
穎
達
疏
に
「
故
、
謂
事
故
、
言
通
天
下
万
事
也
」
と
見

え
る
。

（
9
）
原
文
は
「
高
麗
」。

（
10
）
原
文
は
「
甲
午
之
戦
」。

（
11
）
原
文
は
「
乗
輿
」。

（
12
）
原
文
は
「
一
為
法
祖
、
一
為
開
新
」。

（
13
）
原
文
は
「
微
旨
」。

（
14
）
原
文
は
「
挟
持
」。

（
15
）
端
郡
王
載
漪
の
子
溥
儁
を
皇
太
子
に
擁
立
し
た
こ
と
を
指
す
。

（
16
）
原
文
は
「
庚
子
排
外
之
局
」。

（
17
）
原
文
は
「
辛
丑
回
鑾
之
局
」、
八
か
国
連
合
軍
に
北
京
を
占
領
さ
れ
、

光
緒
帝
を
伴
い
西
安
に
逃
れ
た
西
太
后
は
、
北
京
議
定
書
の
締
結
後
、
北

京
に
戻
っ
た
。

（
18
）
一
九
〇
三
年
四
月
一
八
日
に
ロ
シ
ア
が
満
洲
第
二
期
撤
兵
問
題
を
め

ぐ
っ
て
中
国
外
務
部
に
提
出
し
た
新
た
な
七
項
目
の
要
求
を
指
す
。
こ
れ

以
降
中
国
で
拒
俄
運
動
が
急
速
に
高
揚
し
た
。

（
19
）
原
文
は
「
故
相
」。
李
鴻
章
を
指
す
。

（
20
）
原
文
は
「
洎
乎
訓
政
」。

（
21
）
原
文
は
「
羅
刹
」。
ロ
シ
ア
を
指
す
。

（
22
）
原
文
も
「
支
那
」。
以
下
、「
支
那
」
と
「
中
国
」
の
語
が
混
在
す
る
が

原
文
に
従
っ
た
。

（
23
）
原
文
は
「
髪
指
眥
裂
、
末
如
何
也
」。

（
24
）
そ
れ
ぞ
れ
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
（
前
五
〇
〇
―
前
四
四
九
年
）、
ト
ゥ
ー

ル
・
ポ
ワ
テ
ィ
エ
間
の
戦
い
（
七
三
二
年
）
を
指
す
。

（
25
）
原
文
は
「
当
此
存
亡
一
髪
之
係
」。「
一
髮
」
は
「
一
髮
千
鈞
」
の
こ
と
。

「
夫
以
一
縷
之
任
、
係
千
鈞
之
重
、
上
縣
無
極
之
高
、
下
垂
不
測
之
淵
、

雖
甚
愚
之
人
、
猶
知
哀
其
将
絶
也
」（『
漢
書
』
枚
乗
伝
）
に
拠
る
。

（
26
）
原
文
は
「
於
是
瓜
分
之
説
斯
定
」。
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（
27
）
原
文
は
「
有
可
決
之
於
天
理
人
情
之
際
者
矣
」。

（
28
）
原
文
は
「
宗
旨
」。

追
記

本
稿
の
脱
稿
後
に
近
藤
孝
弘
編
『
歴
史
教
育
の
比
較
史
』（
名
古
屋

大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
）
を
目
に
し
え
た
。
な
か
で
も
岡
本
隆
司

氏
の
執
筆
に
か
か
る
第
一
章
が
中
国
史
上
に
お
け
る
歴
史
・
教
育
、
教

科
書
・
テ
キ
ス
ト
の
あ
り
か
た
を
俯
瞰
し
、
夏
曾
佑
『
中
国
歴
史
』
に

つ
い
て
も
、
中
国
人
の
手
に
な
る
歴
史
教
科
書
の
嚆
矢
と
し
て
、
踏
み

込
ん
だ
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
つ
ち
や　

ひ
ろ
し　

名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
准
教
授

し
ん　

い
く
ら
ん　
　
　

同
大
学
同
研
究
科
博
士
前
期
課
程
学
生

そ
う　

し
ん
じ
ゅ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
右

ち
ょ
う　

ぶ
ん
ぶ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
右

き
し　

ふ
み
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
大
学
文
学
部
学
生

し
ほ　

あ
か
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
右
）


